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　平成8年の開館以来、市民のみなさまに親しまれているシルクふれ

んどりぃの大規模改修工事が完了し、7月1日（月）にリニューアルオー

プンしました。

　中央市の観光の中心となるシルクの里公園の中核施設として、これ

まで以上に、にぎわいのある施設を目指し、市議会としても温泉施設

や利用料等の改定等について議論を重ねてきました。

　今回は、リニューアルオープンしましたシルクふれんどりぃを紹介

します。
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改装されたレストランと地元食材を使った料理の提供
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これからも長く愛される施設として、
より快適に利用できるようになりました

 ・高速インターネット回線及びWi-Fi環境が
 整備されています。
　
 ・研修室及び和室研修室を宿泊室に改修し、
 宿泊室が5室から9室に増えています。
　
 ・既存のロータリー部分が改修され、
　駐車スペースが増えています。
　
 ・高級感のある内装として、サウナルームが
 新しくなりました。
　
 ・繭工房や陶芸工房などの体験教室も
 ご利用できます。

シルクふれんどりぃの概要

開館時間 午前10時～午後10時（温泉は午前11時から）
休 館 日 水曜日　
所 在 地 中央市大鳥居1619-1　
電　　話 055-269-2280
F　A　X 055-269-3006
U　R　L https://silknosato.com
主な施設 温泉・サウナルーム・レストラン・宿泊室・
 各種研修室・体験工房
利用料金 浴室利用料 大人（中学生以上600円）
    小人（小学生　　310円）
            ※未就学児は無料
　
その他、宿泊室や研修室等は、施設にお問い合わせください。

宿 泊 室

サウナルーム

詳細はこちら

中央市議会だより3



　６月定例会は、６月４日から６月１８日までの１５日間の会期で開催され、専決処分を

含む条例関係５案件、補正予算４案件、その他３案件、また、請願１件を審議しました。

　その他、予算繰越や和解及び損害賠償額の決定など報告関係８件が報告されました。

5億9,643万円増額

155億9,525万円に

令和６年度 一般会計補正予算（第１号）・（第 2号）

総額

主な内容主な内容

（１万円未満は四捨五入しています）

特別会計補正予算
会 　 計 　 名 補　正　額 総　　　額

国民健康保険特別会計 ５８９万円 ３１億３，491万円

主な条例案

○マイナンバーカードと健康保険証が一体化されることにより、
　マイナンバーの利用を公費負担医療費の助成にも適用できる
　ようにします。（総務部　総務課）

企業会計補正予算
補　正　額 総　　　額

農業集落排水
事 業 会 計

１，１１１万円 ３億９，３３７万円

１，１１１万円 ４億２，６６４万円

資本的収入

資本的支出

【中央市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例中改正の件】
【施行日　令和６年１２月２日（一部：交付の日）】

主な改正内容

・個人番号の独自利用事務に、条例に基づく福祉利用費
（中央市子ども医療費助成金支給条例による子ども医
療費・中央市重度心身障害者医療費助成条例による重
度心身障害者医療費・中央市ひとり親家庭医療費助成
金支給条例によるひとり親家庭医療費）の助成に関す
る事務を追加するもの

・条例に基づく福祉医療費の助成に関する事務を行うに
必要な特定個人情報を定めるもの

・その他法律改正に伴う規定の整理を行うもの

6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と 6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

○農林水産業費
　農業振興費 １４７万円
　（加工用米などの転換作物の生産性向上支援補助金）
　    

○商工費
　観光振興事業 ２３３万円
　（たいら山を舞台に開催するトレイルラン事業の整地
　  整備・広告宣伝費用等）
　    

○土木費
　総合防災公園サッカー場の人工芝化設計
　業務委託料 ３６２万円

　玉穂ふるさとふれあい広場受変電設備
　改修工事費 ２,０３５万円
　    

○教育費
　体育施設整備事業 ５,１５１万円
　（田富北小学校新運動場の夜間照明改修工事費）

○総務費
　企画政策事業 １４２万円
　（パリ・オリンピック卓球女子に出場する
　  平野美宇選手の応援関連費用）

　物価高騰対策重点支援給付金給付事業 
 ２億９,４２８万円
　（令和６年度分の個人住民税における定額減税等の
　  実施関連費） 
　    

○民生費
　地域密着型サービス拠点施設整備事業 
 ３,３６０万円

　児童館施設整備事業 １,４２４万円
　（田富杉の子児童館大規模改修工事や備品購入費等）
　    

○衛生費
　予防接種事業 ６,４６５万円
　（高齢者等の新型コロナウイルスワクチン
　  接種費用の一部補助）

　猫の不妊・去勢手術費助成事業 １２８万円

中央市議会だより 4



中央市議会だより

　６月定例会は、６月４日から６月１８日までの１５日間の会期で開催され、専決処分を

含む条例関係５案件、補正予算４案件、その他３案件、また、請願１件を審議しました。

　その他、予算繰越や和解及び損害賠償額の決定など報告関係８件が報告されました。

5億9,643万円増額

155億9,525万円に

令和６年度 一般会計補正予算（第１号）・（第 2号）

総額

主な内容主な内容

（１万円未満は四捨五入しています）

特別会計補正予算
会 　 計 　 名 補　正　額 総　　　額

国民健康保険特別会計 ５８９万円 ３１億３，491万円

主な条例案

○マイナンバーカードと健康保険証が一体化されることにより、
　マイナンバーの利用を公費負担医療費の助成にも適用できる
　ようにします。（総務部　総務課）

企業会計補正予算
補　正　額 総　　　額

農業集落排水
事 業 会 計

１，１１１万円 ３億９，３３７万円

１，１１１万円 ４億２，６６４万円

資本的収入

資本的支出

【中央市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例中改正の件】
【施行日　令和６年１２月２日（一部：交付の日）】

主な改正内容

・個人番号の独自利用事務に、条例に基づく福祉利用費
（中央市子ども医療費助成金支給条例による子ども医
療費・中央市重度心身障害者医療費助成条例による重
度心身障害者医療費・中央市ひとり親家庭医療費助成
金支給条例によるひとり親家庭医療費）の助成に関す
る事務を追加するもの

・条例に基づく福祉医療費の助成に関する事務を行うに
必要な特定個人情報を定めるもの

・その他法律改正に伴う規定の整理を行うもの

6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と 6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

○農林水産業費
　農業振興費 １４７万円
　（加工用米などの転換作物の生産性向上支援補助金）
　    

○商工費
　観光振興事業 ２３３万円
　（たいら山を舞台に開催するトレイルラン事業の整地
　  整備・広告宣伝費用等）
　    

○土木費
　総合防災公園サッカー場の人工芝化設計
　業務委託料 ３６２万円

　玉穂ふるさとふれあい広場受変電設備
　改修工事費 ２,０３５万円
　    

○教育費
　体育施設整備事業 ５,１５１万円
　（田富北小学校新運動場の夜間照明改修工事費）

○総務費
　企画政策事業 １４２万円
　（パリ・オリンピック卓球女子に出場する
　  平野美宇選手の応援関連費用）

　物価高騰対策重点支援給付金給付事業 
 ２億９,４２８万円
　（令和６年度分の個人住民税における定額減税等の
　  実施関連費） 
　    

○民生費
　地域密着型サービス拠点施設整備事業 
 ３,３６０万円

　児童館施設整備事業 １,４２４万円
　（田富杉の子児童館大規模改修工事や備品購入費等）
　    

○衛生費
　予防接種事業 ６,４６５万円
　（高齢者等の新型コロナウイルスワクチン
　  接種費用の一部補助）

　猫の不妊・去勢手術費助成事業 １２８万円

5



○中央市立豊富健康福祉センター内の温泉施設を廃止します。
　（福祉部　長寿推進課）

・結果　　　起立採決の結果、起立多数により可決されました。

【中央市使用料徴収条例中改正の件】
【施行日　令和６年８月１日】

主な改正内容

・豊富健康福祉センター内の温泉施設を
　令和6年7月31日をもって廃止することに伴い、
　温泉施設に係る使用料を削るもの。

討 論
これまでも、新たな温浴施設を「シルクふれんどりぃ」に集約することが示さ

れてきたが、廃止については賛否が分かれている。市では集約するための具体

的な対策をすると言われておりながら、まず廃止であっては、到底納得できない。

・シルクふれんどりぃの使用料金が600円と高額になるため、対策が必要なこと

・集約された施設に行くためには、通行対策が必要なこと

・高齢者が安心して過ごせる施設内の場所の確保が必要なこと

これらの対策を示し、その上で条例改正のための議論を行うべき。

反  対

その他の案件
○契約締結の件（3件）
◆中央市立田富小学校校舎長寿命化改修（建築主体）・（電気設備）・（機械設備）工事

工　事　名 契約金額（税込） 契 約 の 相 手 方

中央市立田富小学校校舎
長寿命化改修（建築主体）

工　　事

中央市立田富小学校校舎
長寿命化改修（電気設備）

工　　事

中央市立田富小学校校舎
長寿命化改修（機械設備）

工　　事

長田組土木・興龍社・依田工務店
中央市立田富小学校校舎長寿命化
改修（建築主体）工事共同企業体

伸電工業・アスロック
中央市立田富小学校校舎長寿命化
改修（電気設備）工事共同企業体

雨宮工業・共信冷熱
中央市立田富小学校校舎長寿命化
改修（機械設備）工事共同企業体

1,547,700,000円

215,600,000円

304,700,000円

6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と
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報 告 案 件
●令和５年度予算で計上された事業の内、３６の事業について
　令和６年度へ繰越をすることが報告されました。

・物価高騰対応重点支援給付金給付事業 ・・・・・・・ ９,８２３万円
　（住民税均等割世帯給付分）
・中央市道玉穂中央通り線整備事業 ・・・・・・・ ７,６０８万円
・リニア建設に伴う田富北小学校移転整備事業 ・・・・・・・ １億３,５７４万円
・学校長寿命化等推進事業（小学校） ・・・・・・・ ２億７,０４２万円

■繰越する主な事業は以下のとおりです。

（一般会計予算繰越明許・一般会計予算事故繰越・一般会計予算継続費の逓次繰越・
 上水道事業会計予算繰越・下水道事業会計予算繰越・農業集落排水事業会計予算繰越）

○請願第１号　権利放棄に関する請願書

請 願 審 査

・請 願 者 浅利自治会長　　込山　幹夫　　　　　発起人代表　石原　宏
・紹介議員 薬袋　正
・請願要旨 　甲府地方裁判所 平成12年（行ウ）第4号損害賠償請求事件の判決に基づき、

個人の市に対する債務について、地方自治法第96条第1項第10号に基づき、
損害賠償請求権の権利放棄を議決すべく請願する。

審 査
付託された総務教育常任委員会では、「市の債権管理条例の適用を優
先すべきであり、権利を放棄する理由がない」との異議もあり、審査
結果は「不採択すべきもの」として本会議で報告されました。

結 果 起立採決の結果、起立少数により不採択となりました。

本会議
原案に対する請願採択の賛成討論として、「本件当事者である故人は
旧豊富村の礎を築き、仕事に明け暮れた村長時代を支え続けたご家族
に損害賠償金が引き継がれることは、地元の方々の気持ちを察すると
辛くて余りある」との発言がありました。

6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と
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定 例 会 審 議 結 果

定例会審議結果 ○賛成　×反対　（井口　貢 議長を除く）
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　第2回定例会

専決
処分

税条例中改正の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
承

認
国民健康保険税条例中改正の件

条例

案件

行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用

及び特定個人情報の提供に関する条例中改正の件
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可

決特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例中改正の件

使用料徴収条例中改正の件 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ×

補正

予算

一般会計補正予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可

決

一般会計補正予算（第2号）

国民健康保険特別会計補正予算（第１号)

農業集落排水事業会計補正予算（第１号)

その他

契約締結の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可

決
契約締結の件

契約締結の件

請願 権利放棄に関する請願 × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ○
不
採
択
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協
賛

企
業
様
か
ら
の
補
給
食
な
ど
も
提
供

さ
れ
、
参
加
の
皆
様
に
は
満
開
の
桃
や

桜
を
楽
し
み
な
が
ら
、
全
長
56・６
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
満
喫
い
た
だ
き

ま
し
た
。本
市
の
魅
力
を
一
日
か
け
て
、

大
勢
の
皆
様
に
ご
体
感
い
た
だ
け
た
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　地
域
活
性
化
に

　関
す
る
連
携
協
定

　　
去
る
５
月
９
日
に
、

㈱
ノ
ル
デ
ィ
ス
ク
ジ
ャ
パ

ン
、
㈱
山
梨
中
央
銀
行
と
「
ア
ウ
ト

ド
ア
を
基
軸
と
し
た
地
域
活
性
化
に

関
す
る
連
携
協
定
」
を
締
結
し
、
デ

ンマ
ー
ク
の
世
界
的
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン

ド
で
あ
る
ノ
ル
デ
ィ
ス
ク
と
、
地
域
に

根
差
し
た
金
融
機
関
で
あ
る
山
梨
中

央
銀
行
と
協
力
し
て
、
ア
ウ
ト
ド
ア
を

基
軸
に
中
央
市
に
お
け
る
さ
ら
な
る

「
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」
等
に
取
り
組
む

も
の
で
す
。
第
１
弾
と
し
て
、
本
年
11

月
23
日
に
、
本
市
の
た
い
ら
山
を
舞
台

と
す
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
事
業
「
ノ
ル
デ
ィ

ス
ク
・
マ
ウ
ン
テ
ン
・
ト
レ
イ
ル
・
イ
ン
・

山
梨
中
央
」
を
開
催
し
ま
す
。
中
央

市
を
国
内
外
に
プ
ロ
モ
ー
ション
し
、
本

市
の
豊
か
な
未
来
の
創
造
に
繋
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　ふ
る
さ
と
大
使
の
委
嘱
に
つ
い
て

　　
本
市
出
身
で
福
岡
放
送
所
属
の
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
伊
藤
舞

様
を
、
本
市
３
人
目
の
ふ
る
さ
と
大
使

と
し
て
委
嘱
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。伊
藤
様
は
、田
富
南
小
学
校
、田

富
中
学
校
等
を
経
て
、平
成
15
年
お

茶
の
水
女
子
大
学
へ
進
学
、大
学
卒
業

後
は
、
㈱
福
岡
放
送
へ
入
社
さ
れ
、ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
、ニュ
ー
ス
番
組
や

バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
な
ど
で
活
躍
中
で
す
。

令
和
４
年
の
日
本
テ
レ
ビ
系
列
27
局
女

性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
オ
シ
ャ
レ
日
本
一

決
定
戦
で
は
優
勝
、同
年
に
開
催
さ
れ

た
第
35
回
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョン

に
も
出
場
さ
れ
る
な
ど
、ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
の
域
を
超
え
て
幅
広
い
分
野
で
ご
活

躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
５
月
10
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
委
嘱
式
で
は
、
伊

藤
様
か
ら
「
旧
田
富
町
時
代
の
経
験

が
現
在
の
ベ
ー
ス
と
なって
お
り
、
ふ
る

さ
と
へ
恩
返
し
で
き
る
こ
と
へ
の
感
謝

と
、
大
使
と
し
て
本
市
の
魅
力
を
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
い
う
心
強
い
メッ
セ

ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

本
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
担
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
引
き
続
き
ご
活
躍
さ
れ

ま
す
よ
う
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　　
５
月
21
日
、㈱
柳
正
堂
書
店
と
「
売

上
収
益
の
一
部
の
寄
附
に
つい
て
の
覚

書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
柳
正
堂
書

店
は
、イ
オ
ン
タ
ウ
ン
山
梨
中
央
内
に

県
内
最
大
級
の
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
新
た

に
オ
ー
プ
ン
し
、
本
市
の
総
合
戦
略
に

お
け
る
「
学
ぶ
力
を
育
む
、幼
児
・

学
校
教
育
の
推
進
」
の
趣
旨
に
ご
賛

同
い
た
だ
き
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
申
し
出
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
柳

正
堂
書
店
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
山
梨
中
央
店

で
の
書
籍
等
の
販
売
１
点
に
つ
き
10
円

と
算
定
し
、当
該
年
度
の
売
上
点
数

に
応
じ
た
金
額
を
翌
年
度
、企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
ご
寄
附
い
た
だ

く
仕
組
み
で
、代
表
取
締
役
社
長
大

塚
様
の
ご
意
向
に
基
づ
き
、
学
校
図

書
室
の
図
書
の
更
新
費
に
充
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
　パ
リ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
応
援
に
つ
い
て

　　
平
野
選
手
が
出
場
す
る
オ
リ
ン
ピッ

ク
卓
球
競
技
は
、
開
会
式
翌
日
、
日

本
時
間
の
７
月
28
日
か
ら
シ
ン
グ
ル
ス
、

そ
の
後
、
団
体
の
決
勝
戦
ま
で
、
約

２
週
間
に
渡
り
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
平
野
選
手
の
応
援
プ
ロ
ジ
ェク
ト

と
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

の
実
施
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

平
野
選
手
の
目
標
実
現
に
向
け
て
、

市
を
あ
げ
て
全
力
で
応
援
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
も
、
最

大
限
の
応
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

定例会

市
長
の

　行
政
報
告

６
定例会

中央市議会だより9



金
丸
　
俊
明 

議
員

福
田
　
清
美 

議
員

犯
罪
を
抑
止
す
る
街
頭
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は

国
道
１
４
０
号
沿
線
と
シ
ル
ク
ラ

イ
ン
沿
線
の
土
地
利
用
対
策
は

市
が
設
置
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
と
様
々
な

主
体
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る

優
良
農
地
の
保
全
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、

適
正
な
土
地
利
用
対
策
を
図
っ
て
い
く

問
：
こ
れ
ま
で
の
不
審
者
の
発
生
状

況
と
内
容
に
つ
い
て
。

答
：
市
内
小
中
学
校
及
び
市
教
育
委

員
会
へ
保
護
者
等
か
ら
連
絡
が
あ
っ

た
事
案
で
危
機
管
理
課
が
把
握
し
て

い
る
件
数
は
、
令
和
５
年
度
が
９
件
、

令
和
４
年
度
が
10
件
、
令
和
３
年
度

が
11
件
、
令
和
２
年
度
が
14
件
、
令

和
元
年
度
が
16
件
で
、
声
か
け
事
案
、

写
真
撮
影
、
つ
き
ま
と
い
事
案
等
が

内
容
の
主
な
も
の
で
あ
る
。

問
：
犯
罪
を
抑
止
す
る
街
頭
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
状
況
は
。

答
：
現
在
、
市
が
設
置
し
た
防
犯
カ

メ
ラ
は
市
内
８
小
中
学
校
及
び
５
保

育
園
と
、
そ
の
他
に
防
犯
対
策
の
一

環
と
し
て
、
各
庁
舎
、
一
部
の
公
園
、

Ｊ
Ｒ
身
延
線
東
花
輪
駅
及
び
小
井
川

駅
に
設
置
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
市

で
設
置
し
た
以
外
に
も
、
民
間
施
設

問
：
国
道
１
４
０
号
沿
線
と
シ
ル
ク

ラ
イ
ン
沿
線
の
土
地
利
用
は
。

答
：
道
の
駅
と
よ
と
み
周
辺
・
Ｄ
Ｃ

Ｍ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
物
流
拠
点
周

辺
の
地
域
に
つ
い
て
は
、「
沿
道
複
合

サ
ー
ビ
ス
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
一
方
、
農
用
地
区
域

も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
土

地
利
用
を
図
っ
て
い
く
。
㈱
シ
�
ト

レ
ー
ゼ
豊
富
工
場
西
側
一
帯
周
辺
は
、

現
在
、
本
市
が
目
指
す
べ
き
将
来
の

農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化
す
る
た
め
、

地
域
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
Ｙ
Ｓ
Ｋ
ｅ
︱

ｃ
ｏ
ｍ
シ
ル
ク
パ
ー
ク

周
辺
は
、
今
後
も
持
続
可
能
な
営
農

を
市
農
業
振
興
公
社
と
連
携
、
協
力

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
シ
ル
ク
の

里
公
園
周
辺
は
、
首
都
圏
か
ら
地
方

へ
の
新
た
な
人
の
流
れ
や
交
通
ア
ク

セ
ス
の
良
さ
を
売
り
に
、
農
地
を
有

の
管
理
者
、
警
察
、
自
治
会
、
個
人

な
ど
、
様
々
な
主
体
に
よ
っ
て
設
置

さ
れ
て
お
り
、
犯
罪
や
迷
惑
行
為
の

抑
制
効
果
等
へ
の
活
用
な
ど
、
治
安

の
維
持
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
：
い
じ
め
に
つ
い
て
。

答
：
昨
年
度
に
、
市
内
中
学
校
の
生

徒
１
名
が
「
い
じ
め
」
に
よ
り
欠
席

し
た
事
例
が
あ
り
、
学
校
に
よ
る
生

徒
及
び
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応

に
よ
り
、
早
い
段
階
で
「
い
じ
め
」

は
解
消
さ
れ
、
現
在
ま
で
再
発
の
報

告
や
当
事
者
に
よ
る
相
談
等
は
受
け

て
い
な
い
。
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
、

「
い
じ
め
」
を
起
因
と
す
る
長
期
欠
席

者
の
報
告
は
、
受
け
て
い
な
い
。

【
関
連
質
問
】

　
有
泉
　
誠
　
議
員

　
江
間
政
雄
　
議
員

市の考えを問う

一般質問

効
活
用
し
た
施
策
の
展
開
を
研
究
し

て
い
く
。
米
倉
山
周
辺
に
お
い
て
は
、

甲
府
市
と
地
域
産
業
振
興
に
つ
い
て
、

連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

問
：
シ
ル
ク
ラ
イ
ン
延
伸
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

答
：
昨
年
度
、
基
礎
的
な
調
査
を
行

い
、
想
定
さ
れ
る
ル
ー
ト
や
概
算
の

事
業
費
、
課
題
な
ど
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
を
行
っ
た
。
今
後
、
庁
内
及

び
関
係
機
関
と
検
討
を
深
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

　
江
間
政
雄
　
議
員

中央市議会だより 10



一　般　質　問

中
沢
　
美
恵 

議
員

内
藤
　
　
巧 

議
員

子
ど
も
食
堂
を
行
っ
て
い
る
団
体

や
個
人
へ
の
市
と
し
て
の
支
援
は

命
水
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
と

今
後
の
施
策
に
つ
い
て

団
体
へ
の
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り

活
動
の
和
の
広
が
り
を
支
援
し
て
い
く

本
市
の
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
水
道
水
を

Ｐ
Ｒ
し
、
知
名
度
の
向
上
に
つ
な
げ
る

問
：
市
内
で
学
習
支
援
を
行
っ
て
い

る
団
体
・
個
人
の
数
と
活
動
内
容
は
。

答
：
把
握
し
て
い
る
事
業
は
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
が
市
内
小
中
学
生
及
び
高

校
生
を
対
象
に
、
週
１
回
「
玉
穂
総
合

会
館
」
で
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
山
梨
県
福
祉
法
人
「
山

梨
県
共
同
募
金
会
」
に
よ
る
共
同
募
金

配
分
金
事
業
を
活
用
し
て
行
わ
れ
て
い

る
事
業
で
、
毎
週
木
曜
日
、
自
主
学
習

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
食
の
支

援
も
行
っ
て
お
り
、
参
加
人
数
は
、
令

和
５
年
度
実
績
と
し
て
小
学
生
２
人
、

中
学
生
34
人
、
高
校
生
の
参
加
者
は
お

ら
ず
、
延
べ
参
加
人
数
３
７
０
人
と

な
っ
て
い
る
。

問
：
「
子
ど
も
食
堂
の
数
」
及
び
「
そ

れ
ら
を
行
っ
て
い
る
団
体
や
個
人
へ

の
市
と
し
て
の
支
援
」
に
つ
い
て
。

答
：
現
時
点
で
市
が
把
握
し
て
い
る
子

問
：
「
防
災
備
蓄
水
」、「
命
水
」
に

つ
い
て
。

答
：
水
質
の
良
さ
と
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
の

た
め
、「
地
下
の
恵
み
中
央
市
の
お
い

し
い
水
」
と
し
て
、
水
道
事
業
に
お
い

て
、
道
の
駅
や
、
た
・
か
ら
等
で
販
売

し
て
い
る
。
本
市
の
災
害
備
蓄
用
飲
料

水
は
、「
命
水
」
で
は
な
く
、
防
災
事

業
で
10
年
間
保
存
可
能
な
災
害
用
飲
料

水
を
購
入
し
て
お
り
、
東
海
地
震
を
想

定
し
た
住
居
制
約
者
数
７
，７
８
８
人

に
対
し
、
１
人
あ
た
り
３
リ
ッ
ト
ル
の

飲
料
水
を
確
保
す
る
こ
と
を
備
蓄
目
標

と
し
て
い
る
。

問
：
令
和
５
年
度
に
製
造
し
た
７
０
０

箱
の
根
拠
と
、そ
の
後
の
利
用
に
つ
い
て
。

答
：
水
道
事
業
備
蓄
用
で
、
断
水
が

長
期
間
に
及
ぶ
場
合
の
飲
料
水
等
と

し
て
、
農
村
公
園
内
の
倉
庫
に
備
蓄

し
て
い
る
。
注
文
数
の
根
拠
は
、
倉

ど
も
食
堂
等
（
パ
ン
ト
リ
ー
含
む
）
の

数
は
、市
内
６
か
所
。市
独
自
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
活
動
促
進
事
業
補
助
金
に

よ
り
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や
食
事

の
提
供
を
行
う
団
体
へ
の
助
成
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
団
体
の
活
動
情
報

は
、市
の
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
Ｓ

Ｕ
Ｋ
Ｕ 
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
」
で
「
地
域
ぐ
る
み

で
子
育
て
支
援
」
の
見
出
し
で
、
活
動

団
体
の
紹
介
を
し
て
い
る
。ま
た
、市
の

子
育
て
サ
イ
ト
で
は
「
育
児
サ
ー
ク
ル
、

こ
ど
も
食
堂
」
の
特
設
ペ
ー
ジ
の
中
の

子
育
て
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
、活
動
の

様
子
を
随
時
紹
介
し
て
い
る
。
今
後
も
、

様
々
な
媒
体
を
通
じ
、
そ
の
活
動
の
輪

の
広
が
り
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
や
子
育
て
家
庭
が
必
要
と
す
る
情

報
が
届
く
よ
う
発
信
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
笹
本
　
昇
　
議
員

庫
内
の
床
面
積
や
５
年
間
の
保
存
期

間
の
中
で
有
効
活
用
で
き
る
数
量
な

ど
を
考
慮
し
、
７
０
０
箱
を
製
造
し
た
。

今
後
も
計
画
的
に
製
造
し
て
い
く
。

問
：
「
命
水
」
の
こ
れ
ま
で
の
実
績

と
今
後
の
施
策
に
つ
い
て
。

答
：
現
在
の
販
売
先
は
道
の
駅
や
た
・

か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
取
り
扱
い
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
少
し
で

も
多
く
販
売
し
収
入
増
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
は
、
企
業
経
営
の
視
点
か
ら
も

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
販
売
収
益
の

さ
ら
な
る
増
加
に
向
け
て
、
ミ
ネ
ラ
ル

豊
富
な
水
道
水
と
し
て
の
広
告
媒
体
を

関
係
部
局
で
調
整
し
な
が
ら
、
ま
ち
の

魅
力
を
発
信
し
知
名
度
の
向
上
に
つ
な

げ
た
い
。

【
関
連
質
問
】

　
志
村
　
勇
　
議
員

　
福
田
清
美
　
議
員

効
活
用
し
た
施
策
の
展
開
を
研
究
し

て
い
く
。
米
倉
山
周
辺
に
お
い
て
は
、

甲
府
市
と
地
域
産
業
振
興
に
つ
い
て
、

連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

問
：
シ
ル
ク
ラ
イ
ン
延
伸
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

答
：
昨
年
度
、
基
礎
的
な
調
査
を
行

い
、
想
定
さ
れ
る
ル
ー
ト
や
概
算
の

事
業
費
、
課
題
な
ど
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
を
行
っ
た
。
今
後
、
庁
内
及

び
関
係
機
関
と
検
討
を
深
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

　
江
間
政
雄
　
議
員
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薬
袋
　
正 

議
員

志
村
　
　
勇 

議
員

中
央
市
に
お
け
る
企
業
誘
致
に
つ

い
て

少
子
化
に
お
け
る
子
育
て
世
帯
へ

の
さ
ら
な
る
対
策
は

県
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、
企
業
誘
致

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

「
こ
ど
も
を
生
み
や
す
い
・
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
く

問
：
中
央
市
に
お
け
る
企
業
誘
致
に
つ

い
て
。

答
：
本
年
４
月
に
「
中
央
市
ま
ち
づ

く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
、
リ
ニ
ア
駅
隣
接
地
区
と
山
梨
大
学

西
側
地
区
の
２
地
区
に
つ
い
て
、
主
に

産
業
振
興
に
活
用
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
。
こ
の
２
地
区
は
市
街
化
調
整
区

域
に
含
ま
れ
、
農
用
地
も
多
く
広
が
っ

て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
、
農
地
転
用

な
ど
土
地
利
用
規
制
の
調
整
を
円
滑

に
進
め
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、「
地
域
未
来
投
資
促
進
法
」

に
よ
る
特
例
制
度
を
活
用
す
る
。
そ
の

た
め
に
は
、「
地
域
未
来
投
資
促
進
法
」

に
基
づ
き
山
梨
県
が
策
定
し
た
、
地
域

経
済
を
け
ん
引
す
る
た
め
の
基
本
計

画
に
お
い
て
、
特
に
重
点
的
に
取
り
組

み
を
進
め
る
重
点
促
進
区
域
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

問
：
少
子
化
に
お
け
る
子
育
て
世
帯
へ

の
さ
ら
な
る
対
策
に
つ
い
て
。

答
：
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
子
育
て
世

帯
へ
の
支
援
を
拡
充
し
て
き
た
が
、

本
年
度
は
、
新
た
な
支
援
策
と
し
て
、

全
て
の
子
育
て
世
帯
の
保
育
料
を
完

全
無
償
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
策
と

し
て
、
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
（
子

育
て
世
帯
加
算
）
の
給
付
事
業
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
物

価
高
騰
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
や
国
、

県
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
様
々
な

観
点
か
ら
子
育
て
世
帯
を
支
え
る
支

援
策
の
充
実
を
図
り
、「
こ
ど
も
を
生

み
や
す
い
・
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
：
小
中
学
校
の
給
食
費
（
２
・
３
学

期
）
無
償
の
支
援
に
つ
い
て
。

り
、
現
在
、
こ
の
２
地
区
の
う
ち
、
リ

ニ
ア
駅
隣
接
地
区
の
一
部
エ
リ
ア
を

先
行
し
て
重
点
促
進
区
域
へ
の
編
入

に
向
け
、
県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
進
出
す
る
企
業
側
に
も
税
控
除

な
ど
の
優
遇
措
置
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
そ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
や
ア
ク
セ
ス

な
ど
の
立
地
環
境
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
特

に
「
医
療
機
器
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
等
関
連

産
業
」、「
水
素
・
燃
料
電
池
関
連
産
業
」、

「
半
導
体
関
連
産
業
」
な
ど
の
新
産
業
・

成
長
産
業
や
、
さ
ら
に
は
観
光
産
業
の

関
連
企
業
の
誘
致
を
進
め
、
継
続
的
な

地
域
経
済
の
活
性
化
と
地
域
雇
用
の

創
出
を
目
指
す
。
企
業
誘
致
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
の
で
、
県
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
し
、
企
業
誘
致
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
山
本
六
男
　
議
員

一　般　質　問

答
：
物
価
高
騰
が
続
い
て
い
る
状
況

を
踏
ま
え
、
検
討
し
た
結
果
、
引
き

続
き
、
第
２
学
期
及
び
第
３
学
期
分

に
つ
い
て
も
無
償
化
し
、
今
定
例
会

に
補
正
予
算
を
提
出
し
て
い
る
。

問
：
密
集
市
街
地
（
住
宅
密
度
の
高

い
地
区
）
に
お
け
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
普
及
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

答
：
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
平
成
23

年
に
設
置
義
務
化
さ
れ
た
初
期
消
火

に
有
効
な
「
火
災
警
報
器
」
の
設
置

率
の
向
上
に
加
え
、
電
気
に
起
因
し

た
火
災
防
止
に
期
待
さ
れ
る
「
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
」
設
置
の
推
奨
を
広
報

紙
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
啓
発
を
行
い
、

市
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
に
伴
う
説

明
会
や
市
総
合
防
災
訓
練
時
な
ど
の

機
会
に
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及

促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
図
る
。
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一　般　質　問

有
泉
　
　
誠 

議
員

木
下
　
友
貴 

議
員

自
治
会
要
望
に
対
す
る

市
の
対
応
は

生
活
保
護
を
必
要
と
す
る
人
に
支
援
が

行
き
届
く
た
め
の
広
報
活
動
に
つ
い
て

総
務
課
で
一
括
管
理
し
、

各
担
当
に
引
継
ぎ
対
応
し
て
い
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
と
丁
寧
な
窓
口

対
応
に
努
め
る

問
：
自
治
会
要
望
の
回
答
方
法
は
。

答
：
自
治
会
要
望
は
総
務
課
へ
提
出

後
、
台
帳
へ
記
載
の
上
、
総
務
課
で

一
括
管
理
し
内
容
に
応
じ
、
各
担
当

課
に
引
き
継
ぎ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要

望
に
つ
い
て
危
険
性
、
緊
急
性
や
予

算
対
応
等
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
を

自
治
会
長
に
回
答
す
る
。
総
務
課
は

進
捗
状
況
を
年
２
回
、
書
面
に
て
要

望
の
あ
っ
た
自
治
会
の
会
長
に
報
告

し
て
い
る
。

問
：
要
望
の
周
知
と
進
捗
状
況
の
公

表
に
つ
い
て
。

答
：
市
民
の
皆
様
に
対
し
、
周
知
あ

る
い
は
公
表
す
る
こ
と
は
「
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
が
自
治
会
の
協
力

に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う

こ
と
か
ら
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
、
公
表

内
容
、
方
法
等
を
検
討
し
て
い
く
。

問
：
生
活
保
護
を
必
要
と
す
る
人
に

支
援
が
行
き
届
く
た
め
の
広
報
活
動

に
つ
い
て
。

答
：
本
市
で
は
、
生
活
保
護
制
度
の

目
的
や
内
容
、
相
談
先
窓
口
の
案
内

な
ど
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

制
度
の
周
知
を
図
り
、
民
生
委
員
や

関
係
相
談
窓
口
と
も
連
絡
を
密
に
し

な
が
ら
相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
相
談

支
援
に
努
め
て
い
る
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
生
活
保
護
制
度

に
関
す
る
情
報
の
周
知
を
図
り
、
民

生
委
員
や
関
係
相
談
窓
口
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
真
に
保
護
が
必
要
な
方

に
対
し
て
適
切
に
保
護
が
実
施
で
き

る
よ
う
丁
寧
な
窓
口
対
応
に
努
め
る
。

問
：
女
性
支
援
新
法
へ
の
対
応
、
市

町
村
基
本
計
画
の
策
定
は
。

答
：
山
梨
県
で
は
令
和
６
年
３
月
、

「
や
ま
な
し
困
難
な
問
題
を
抱
え
る

問
：
市
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
数
は
。

答
：
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
数
は
全

１
０
６
団
体
で
あ
る
。

問
：
各
施
設
の
備
品
管
理
及
び
設
備
の

維
持
管
理
状
況
に
つ
い
て
。

答
：
各
施
設
に
備
え
て
い
る
備
品
等

の
記
録
簿
に
よ
り
管
理
し
、
必
要
に
応

じ
て
補
填
・
修
繕
等
を
行
っ
て
い
る
。

問
：
各
団
体
か
ら
の
要
望
の
集
約
と
回

答
は
。

答
：
利
用
団
体
か
ら
の
ご
指
摘
や
要

望
等
に
対
し
、
状
況
を
確
認
し
、
安
全

性
や
緊
急
性
、
使
用
頻
度
な
ど
総
合
的

に
考
慮
す
る
中
で
、
申
し
出
団
体
と
協

議
し
た
上
で
、
必
要
な
対
策
あ
る
い
は

対
応
を
行
っ
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

　
金
丸
俊
明
　
議
員

　
江
間
政
雄
　
議
員

女
性
へ
の
支
援
計
画
」
を
策
定
し
て

お
り
、
県
が
助
言
や
情
報
提
供
を
行

い
、
全
て
の
市
町
村
が
令
和
10
年
度

末
ま
で
に
策
定
を
目
指
し
、
ま
た
「
第

２
次
中
央
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

の
Ｄ
Ｖ
防
止
法
に
基
づ
く
「
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の

保
護
の
た
め
の
施
策
の
実
施
に
関
す

る
基
本
的
な
計
画
」
と
す
る
位
置
付

け
か
ら
、
そ
の
見
直
し
も
視
野
に
今

後
検
討
し
て
い
く
。

問
：
女
性
相
談
支
援
員
の
設
置
は
。

答
：
県
の
計
画
に
基
づ
く
専
門
研
修

に
積
極
的
に
参
加
し
、
職
員
の
専
門

性
の
向
上
に
努
め
、
今
後
も
、
困
難

な
問
題
を
抱
え
る
女
性
が
、
安
全
で

安
心
し
て
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
、

民
間
団
体
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
図
る
な
ど
、
よ
り
一
層
の
女
性

支
援
強
化
に
努
め
る
。
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田
中
　
輝
美 

議
員

災
害
に
備
え
る
携
帯
ト
イ
レ
の

備
蓄
に
つ
い
て

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
必
要
数
を

備
蓄
し
て
い
く

問
：
災
害
に
備
え
る
携
帯
ト
イ
レ
の

備
蓄
に
つ
い
て
。

答
：
現
在
、
本
市
で
備
蓄
し
て
い
る

携
帯
ト
イ
レ
の
数
量
は
、
内
閣
府
に

よ
る
「
避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
の

確
保
・
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基

づ
き
、
避
難
所
生
活
及
び
避
難
所
外

生
活
を
強
い
ら
れ
る
住
居
制
約
者
数

７
，７
８
８
人
に
対
し
５
回
分
、
合
計

で
３
９
，０
０
０
回
分
を
計
画
的
に
備

蓄
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
も
市
内

５
か
所
、
合
計
で
28
基
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
今
後
の
方
針
は
、
本
年
度

中
に
「
中
央
市
地
域
防
災
計
画
の
改

訂
」
を
予
定
し
て
お
り
、
携
帯
ト
イ

レ
の
備
蓄
数
に
つ
い
て
、
山
梨
県
地

震
被
害
想
定
調
査
の
内
容
を
反
映
す

る
こ
と
、
本
年
１
月
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
で
の
被
災
自
治
体
の
教

訓
も
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

問
：
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活

用
に
つ
い
て
。

答
：
現
在
、
本
市
で
は
気
象
等
の
注

意
報
・
警
報
及
び
気
象
情
報
に
つ
い

て
、
正
確
・
迅
速
な
情
報
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
気
象
台
と
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
構
築
し
て
お
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は

考
え
て
い
な
い
。
引
き
続
き
気
象
台

と
迅
速
か
つ
適
切
な
情
報
共
有
を
図

り
つ
つ
、
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
や

暮
ら
し
を
守
る
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
き
た
い
。

【
関
連
質
問
】

　
笹
本
　
昇
　
議
員

一　般　質　問・委員会レポート

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

総
合
防
災
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
の

　

人
工
芝
化
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

︿
総
務
部  

管
財
課
﹀

問
：
総
合
防
災
公
園
サ
�
カ
ー
場
の

人
工
芝
化
は
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か

ら
要
望
が
あ
っ
た
の
か
。 

答
：
市
の
サ
�
カ
ー
協
会
等
や
市
民

の
皆
様
か
ら
も
多
数
の
要
望
が
あ

り
、
今
後
、
さ
ら
な
る
利
用
者
の
拡

大
を
含
め
人
工
芝
化
を
行
う
。

 

問
：
人
工
芝
化
の
財
源
は
。

答
：
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

の
助
成
を
活
用
し
た
い
。
申
請
期
間

が
11
月
か
ら
な
の
で
、
そ
れ
に
間
に

合
う
よ
う
に
準
備
す
る
。

︿
未
来
戦
略
部  

政
策
秘
書
課
﹀

問
：
移
住
定
住
推
進
事
業
で
、
学
生

の
就
職
活
動
の
面
接
に
伴
う
補
助
と

は
、
甲
府
新
宿
間
の
Ｊ
Ｒ
運
賃
の
補

助
で
よ
い
か
。

答
：
そ
の
と
お
り
。

問
：
中
央
市
の
企
業
に
対
し
て
面
接

に
来
ら
れ
た
方
を
対
象
と
し
た
補
助

金
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

答
：
就
業
先
は
山
梨
県
内
、
居
住
地

は
中
央
市
と
し
て
い
る
。

問
：
中
央
市
に
住
も
う
と
し
て
い
る

学
生
に
対
し
て
か
、
中
央
市
に
籍
が

あ
り
、
東
京
圏
の
大
学
に
通
っ
て
い

る
学
生
が
対
象
か
。

答
：
卒
業
年
度
に
お
い
て
東
京
圏
内

に
居
住
し
て
い
る
学
生
が
対
象
。

現サッカー場
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委員会レポート

厚
生
常
任
委
員
会

産
業
土
木
常
任
委
員
会

　

杉
の
子
児
童
館
の
改
修
工
事

　

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
事
業
の
Ｐ
Ｒ
は

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

︿
こ
ど
も
健
康
部 
子
育
て
支
援
課
﹀

問
：
大
規
模
改
修
予
定
の
杉
の
子
児

童
館
の
現
在
の
利
用
状
況
は
。 

答
：
学
童
の
利
用
登
録
が
60
名
程
い

る
。
施
設
の
中
に
机
や
椅
子
な
ど
を

並
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
現

在
、
児
童
館
機
能
は
休
止
し
、
学
童
の

専
用
施
設
と
し
て
運
用
し
て
い
る
。

　
杉
の
子
児
童
館
の
改
修
工
事
は
工

期
が
約
６
か
月
か
ら
７
か
月
を
見
込

ん
で
お
り
、
令
和
６
年
の
夏
休
み
か

ら
令
和
７
年
２
月
頃
ま
で
田
富
南
小

学
校
１
階
の
普
通
教
室
を
仮
移
転
と

し
て
使
用
す
る
た
め
、
学
校
と
協
議
し

て
い
る
。

︿
市
民
部  

市
民
環
境
課
﹀

問
：
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
助
成
事
業

で
、
過
去
の
実
績
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

答
：
昨
年
度
の
実
績
は
、
不
妊
手
術

が
１
５
８
匹
、
去
勢
手
術
が
１
３
２
匹

で
、
合
計
２
９
０
匹
と
な
っ
て
い
る
。

問
：
県
か
ら
の
補
助
分
を
全
て
使
い

き
っ
た
の
か
。

答
：
そ
の
と
お
り
。
昨
年
度
は
全
て

使
い
き
っ
た
。

︿
こ
ど
も
健
康
部  

健
康
増
進
課
﹀

問
：
国
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
廃
棄
処
分
の
通
知

が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
廃
棄
処
分
の

手
続
き
は
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
。

答
：
処
分
量
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
４

月
に
業
者
を
通
じ
て
廃
棄
処
分
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

︿
総
務
部  

財
政
課
﹀

問
：
脱
炭
素
化
推
進
事
業
債
と
は
、

ど
う
い
う
も
の
に
対
し
て
使
え
る
地

方
債
か
。 

答
：
中
央
市
の
環
境
に
関
す
る
実
行

計
画
に
基
づ
い
た
公
共
事
業
に
充
当

す
る
。
公
共
施
設
等
の
証
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
が
脱
炭
素
に
結
び
付
く
の
で
充

当
可
能
と
な
る
。
充
当
率
が
90
パ
ー

セ
ン
ト
で
交
付
措
置
率
は
本
市
の
財
政

指
数
か
ら
約
37
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。

︿
産
業
建
設
部  

産
業
課
﹀

問
：
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
事
業
の
Ｐ
Ｒ
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。 

答
：
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
検
討
し
て
い

る
が
、
５
月
９
日
に
ノ
ル
デ
�
ス
ク

ジ
�
パ
ン
と
山
梨
中
央
銀
行
と
連
携

協
定
を
結
ん
で
お
り
、
ノ
ル
デ
�
ス

ク
ジ
�
パ
ン
の
知
名
度
や
山
梨
中
央

銀
行
の
ネ
�
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
い
た
い
。

※
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
⋮
林
道
や
登
山
道

な
ど
の
自
然
の
中
を
走
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
。

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
補
正
予
算

︵
第
１
号
︶

︿
産
業
建
設
部  

上
下
水
道
課
﹀

問
：
資
本
的
収
入
の
工
事
負
担
金
で

新
規
加
入
の
５
件
分
を
計
上
し
て
い

る
が
、
既
に
相
談
が
来
て
い
る
た
め

に
計
上
し
た
も
の
か
。

答
：
既
に
豊
富
小
学
校
近
く
の
分
譲

地
に
４
件
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
の

他
に
も
相
談
を
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
５
件
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

杉の子児童館

地域活性化に関する連携協定を締結
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　議員定数の検討については、令和５年12
月末現在における全国市議会や県内市議会、
中央市と同規模人口の近隣市町村の議員定
数を確認し、市内の各自治会長へ依頼した
アンケート調査の回答結果を情報共有しま
した。
　中央市の市議会議員の半数が70歳以上で
あることから、若い人にも積極的に議会や
行政に関心を持ってもらえるような体制と、
定数と議員報酬などの関係性を考慮した環
境づくりを整える必要があるとの意見があ
りました。
　議会が市民代表機関としての責任と役割を
より効果的に遂行するため、これまでの議会
制度を再検討し、今後の議会運営への改善・
解決を目的に、市内の各自治会長にアンケー
ト調査を行いました。

議会改革推進委員会の取り組み

　中央市議会では、議会の効率的な運営とペーパーレス化及び情報の共有の推進のため、
以前から議会のタブレット端末導入への協議を進めてきました。
　これにより議案や資料等を電子化し、紙資料や
案内通知等の郵送料の削減、会議日程の迅速な連
絡や議員間の情報共有が図られるほか、リモート
研修や情報収集、調査・研究活動の向上が期待で
きます。
　また今後は、タブレット端末による電子会議シ
ステムの導入を目指し、議会活動がより一層効率
化・活性化するよう、全国の先進事例を研究しな
がら運用していきます。

議
会
改
革
推
進
委
員
会

議会改革推進委員会

令和 6 年 5 月に議員全員に
タブレット端末が貸与されました

　議会改革推進委員会では、議会の責任や役割を果たすため必要とする議会改革へ
の取り組みを協議しています。
　今回は、ペーパーレスに向けたタブレット端末導入における運用基準の決定と議
員定数の検討について協議しました。

タブレット端末を導入

議員定数の維持増減これからどうするか

１ 現在の市議会議員の定数（18人）について
  適当  20％　 少ない  0％　 多い  25％
  わからない  26.7％

２ 議員定数は、何を基準に考えたらよいか
  人口  55％　
  予算や財政状況  11.7％
  他市議会との比較   5％
  その他  3.4％

３ 現在の市議会議員の名前を知っているか
  全員知っている  6.7％
  11人以上  3.3％　 6 ～ 10人  18.3％
  2 ～ 5人  31.7％　 1人  8.3％
  全員わからない  6.7％ 
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議会だよりでは、皆さまから
表紙の写真を募集しています！
今年度のテーマは「つどい・にぎわい」です。
奮ってご応募ください。

※詳細は
HP（https://www.city.chuo.yamanashi.jp/soshiki/gikai/gikai_info/4245.html）
をご覧いただくか、 事務局 （055-274-8516） までお気軽にお問い合わせください。

「つどい・にぎわい」です。

HP（https://www.city.chuo.yamanashi.jp/soshiki/gikai/gikai_info/4245.html）

表　　彰

表彰
　全国市議会議長会及び山梨県市議会議長会より

表彰されました。

　各議員におかれましては、市政発展に尽くされ、

その功績が認められたものです。

全国市議会議長会表彰 山梨県市議会議長会表彰

議員 10 年表彰 斉藤　雅浩  議員

議員 10 年表彰 金丸　俊明  議員

議員 10 年表彰 斉藤　雅浩  議員

議員 10 年表彰 金丸　俊明  議員

議員 20 年表彰 井口　　貢  議員

議員 20 年表彰 福田　清美  議員

中央市議会だより17



市民 の 談話室

　５月から６月にかけて、伊藤舞さんの
中央市ふるさと大使就任やシルクふれん
どりぃのリニューアルオープンなど、中
央市を広くアピール出来るようなニュー

スがいくつかありました。これまで以上に多くの人に中
央市を知ってもらったり、来てもらったりして、中央市
がますます賑わうことを願っています。中央市の魅力を
さらに発信できる方法を考えていきたいところです。
　夏真っ盛りとなり、色んな所へレジャーに出かける
計画を立てている方もいると思います。全国各地の観

光地も人が戻ってきているそうです。楽しいレジャー
を満喫している方が多い一方で、川の事故や熱中症な
どが既にニュースになっています。せっかくの楽しい
時間が台無しになってしまいます。ぜひお気を付けく
ださい。

井口　　貢

木下　友貴
内藤　　巧
有泉　　誠　  中沢　美恵
江間　政雄　  田中　輝美

編集
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り

下三條１区自治会

一之瀬のどか石川　　誠

私 の 宝 物

　私は中学校でバレーボール部に入っています。

小学校６年生の頃はスポーツ少年団ではキャプテ

ンをしていました。６年生の最初の公式戦で負け

てしまいました。次の試合では勝てるように、み

んなで練習を頑張りました。泣いたことや悔しい

思いもたくさんしました。チームみんなで一生懸

命頑張ったから試合でも優勝したり、関東大会や

全国大会に出場したりできました。

　指導してくださった監督やコーチ、送り迎えや

練習の補助をしてくれた保護者の支えがあったか

らだと思います。

　スポーツ少年団で一緒だったけど、中学校では

別々のチームになったメンバーもいるけど、みん

なで勝ち取った優勝や頑張った練習、くだらない

ことで笑いあった日々は一生の宝物です。

　中学校では優しく、面白い先輩達とたくさんの

思い出を作っていきたいです。

リバーサイド第３自治会

修業時代を振り返って

　私は現在、リバーサイド地区にて「若竹」とい
う飲食店の２代目です。
　高校を卒業して、両親が営むお店を継ぐため、
東京に料理の修行に行くことにしました。
　懐石料理や松花堂などを提供する個人経営のお
店でしたが、板前さんが12名いる割と大きなお
店でした。出勤時間は普通の会社とは違い、親方
の出勤時間を前日に確認し、それを基準に先輩方
が10分～15分ずつ早く出勤して来るみたいなシ
ステムでした。それ故に、新人の私は、朝4時か
ら仕事なんていう日も良くありました(笑)
　親方が帰宅する際には、板前さん全員で外に並
びお見送りし、私は親方のお着替えのお手伝いを
するみたいな、映画で見る○○な世界な感じでし
た(笑)
　板前さん同士の人間関係は良好で、暴力などは
なく、技術力や忍耐力を学べたことは、とても貴
重な経験となりました。
　昨今は、○○ハラスメントが話題であったり、
後継者不足の話をよく耳にしたりしますが、仕事
にやりがいを感じて、色々な職人のなり手が増え
ることを祈っています。

さんさん
いしか わ い ち の せまこと
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